
令和３年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績及び効果検証結果

国県
補助金

交付金
充当額

起債 その他

714,229 17,002 397,501 196,300 103,176

1 単

事
業
者
支
援

在宅勤務環境構築事業 広報情報課 テレワーク環境の整備 R3.4.1 R3.9.17 9,148 0 9,147 0 1
・テレワーク環境構築業務委託料：8,976千円
・関連備品整備費用：172千円

【事業効果】
テレワーク勤務ができる仕組みを導入したことによ
り、接触機会の低減が図られ、感染症抑制に寄与し
た。

2 単
通
常

諸証明書コンビニ交付事業 市民課
市の発行する諸証明書をコンビニエンスストア等
に設置されているキオスク端末で発行

R3.4.1 R4.3.31 9,757 0 9,756 0 1

・工程試験に係る旅費：34千円
・交付・収納事務手数料：794千円
・コンビニ交付システム運用支援等委託料：6,710千
円
・コンビニ交付運営負担金：2,219千円

【事業効果】
令和２年９月からの交付手数料の値下げとマイナン
バーカードの交付数の増加に加えて、新型コロナウイ
ルス感染症への対策として窓口での密を避けられるこ
とから、コンビニ等での発行枚数が令和２年度3,714
枚から、令和３年度6,717枚と約1.8倍に増加するとと
もに、発行総枚数に占める割合も、前年の8.97％から
17.02％へ増加し、窓口の混雑緩和につながった。

【課題】
利用が進むマイナンバーカードであるが、今後も普及
と一体化した啓発を実施する必要がある。

3

4 単
通
常

妊婦応援事業 健康増進課 妊婦の健診受診費用を助成 R3.4.1 R4.3.31 16,951 0 16,714 0 237

・需要費：177千円
・健診委託料：14,253千円
・健診助成金：2,521千円

助成事業を利用した延べ受診回数 2,562回

【事業効果】
妊婦健診の費用助成を行うことで、定期的な妊婦健診
の受診につながった。
また、妊娠期間中の経済的負担を軽減することで、安
心して妊娠期を過ごし出産できる環境づくりが整備さ
れ、経済面での出産控えは一定程度抑えることができ
た。

5 単
通
常

在宅高齢者支援事業 介護福祉課 在宅高齢者の移動手段確保及び入浴サービス R3.4.1 R4.3.31 8,399 0 8,398 0 1

・需要費：147千円
・移動手段確保事業及び入浴サービス業務委託料：
8,252千円
　
移動手段確保事業　助成券交付者　650名
入浴サービス事業　助成券交付者　970名

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症予防のため、外出を控えて
いる独居の高齢者に対し、タクシーやバスの運賃を助
成することで、外出を促すことに寄与した。また、銭
湯等の入浴施設の利用料金を助成することで、高齢者
の社会的孤立を抑制できた。

6 単
通
常

地域の力応援事業 福祉課
地域の援助を受けたい人と援助をしたい人をマッ
チング

R3.4.1 R4.3.31 0 0 0 0 0 実績なし

【事業効果】
公的サービスの狭間に対応する自治会や福祉法人等に
働きかけたが、取組希望が無かった。

7
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8

9 単

通
常
＋
事
業
者
支
援

スクールサポートスタッフ配置事業 学校教育課 スクールサポートスタッフの配置 R3.4.1 R4.3.31 8,507 788 7,719 0 0

小学校
・スクールサポートスタッフ報酬：5,894千円
・スクールサポートスタッフ通勤費用：420千円

中学校
・スクールサポートスタッフ報酬：2,039千円
・スクールサポートスタッフ通勤費用：154千円

【事業効果】
スクールサポートスタッフを配置することにより、校
内の消毒を徹底することができ、感染症拡大対策の一
助となった。

10 単

事
業
者
支
援

漁業振興支援事業 林務水産課
原油価格高騰などにより困窮している漁協への支
援金

R3.6.27 R3.6.27 20,000 0 20,000 0 0
・漁業振興支援金：20,000千円
（受給団体：洲本炬口、由良町、五色町の3漁協）

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の流行が拡大し、その影響
が長期化したため、消費の減退から魚価が下落し、漁
獲高が大幅に減額して困窮している漁業者及び漁協の
経営安定の一助となった。

11 単
通
常

商店街お買物券・ポイントシール事業 商工観光課
市内の商店街等で使えるプレミアム付き商品券の
販売及びポイントシール発行

R3.10.1 R4.2.28 58,534 0 26,147 0 32,387

・商店街お買い物券・ポイントシール事業補助金：
58,534千円
換金額（プレミアム分）：44,460千円
参加店舗数：121店舗

【事業効果】
地元商工会議所並びに商工会を通じて、事業に参加し
た地元商店等から売上が伸びたという意見があり、地
元経済の活性化に係る事業効果は確実にあった。

（総事業費に占める換金額（プレミアム分）割合）
44,460千円／58,534千円×100＝76％

12 単
通
常

宿泊施設等応援事業 商工観光課
市民及び医療従事者とその家族を対象に、宿泊費
用を助成

R3.8.10 R4.3.31 50,003 0 50,003 0 0

・洲本市宿泊施設等応援キャンペーン事業委託料：
50,003千円

　市内在住者に対し、宿泊料金又は日帰り食事
　料金の最大50％を助成

【事業費】45,483千円
【事務費】  4,520千円
【件　数】　  3,224件
　　　 　　　（内、宿泊1,207件、食事2,017件）

【事業効果】
　市民に対し、宿泊費用等の助成を行うことで、コロ
ナ禍により売上の減少した宿泊施設に対する支援を行
い、消費喚起と地域商業の活性化を図ることができ
た。また、市民が日常的に利用することの少ない洲本
温泉旅館等を気軽に利用できる機会を提供すること
で、関西でも有数の温泉地として知られている洲本市
の良さを洲本市民に再確認してもらう契機となった。
　新型コロナの影響により事業の早期終了となった
が、3,000件を超える利用があり、事業目的は概ね
達成できた。

13 単
通
常

ふるさと洲本応援事業 魅力創生課 市内で使えるプレミアム商品券の発行 R3.10.1 R3.10.31 70,921 0 24,846 0 46,075

・需要費：2,457千円
・新聞折込等各種手数料：1,196千円
・換金業務委託料：1,448千円
・ふるさと洲本応援事業給付金：65,820千円
参加店舗件数：527店舗参加（旧洲本地域）
　　　　　　　108店舗参加（旧五色地域）
販売実績：6,582冊（1万円分を7,000円で販売）
一般世帯送付数：20,486世帯
販売分と一般世帯送付分の換金総額：461,144千円

【事業効果】
コロナ禍における消費喚起と地域商業の活性化を図る
ことができた。

14 単

事
業
者
支
援

新型コロナウイルス啓発事業 広報情報課
市広報誌やチラシでの市民への感染防止対策に関
する情報提供

R3.4.1 R4.3.31 18,332 0 1,640 0 16,692

広報すもと　記事掲載関連事業費：18,332千円
・広報配布報償費：9,544千円
・印刷製本費：8,747千円
・新聞折込手数料：41千円

【事業効果】
○広報紙：新型コロナに関する情報掲載の紙面を十分
に確保し、必要な情報の提供に寄与することができ
た。
○チラシ：デルタ株が猛威を振るった時期に、その危
険性を訴える啓発チラシを配布し、感染防止対策に一
定の効果があった。

15
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16 単
通
常

ごみ減量化推進事業 生活環境課
ごみ選別機械の導入
環境啓発グッズの配布

R3.4.1 R4.3.28 38,598 0 23,297 15,300 1
・消耗品費：1,755千円
・ストックヤード電源設備導入工事：2,336千円
・全自動式圧縮梱包機等機器購入費用：34,507千円

【事業効果】
資源ごみ収集拠点施設等で実施しているごみ選別作業
に機械を導入することにより、密を避け、資源ごみか
らの感染リスクを緩和することができた。従事する職
員の感染を防ぐことで拠点施設を閉館することなく資
源ごみの受け入れを継続することができた。
コロナ禍で環境学習を行えなかったため、チラシ等を
配布することによって、環境学習の代替えを行うこと
ができた。

17 単
通
常

地域外来検査センター事業 健康増進課 地域外来検査センターの設置 R3.4.1 R4.3.31 0 0 0 0 0
実績なし

（地域外来検査センターに係る運営負担金を支出する
事業であったが、負担金が発生しなかったため。）

18 単

通
常
＋
事
業
者
支
援

公共施設感染症対策強化事業① 各施設所管課 公共施設の感染症対策・衛生設備の強化 R3.4.1 R4.8.31 71,669 0 64,894 0 6,775

感染症対策用品の購入及び空調等衛生設備の整備に係
る費用
・本庁舎等：5,675千円
・総合福祉会館：139千円
・公立保育所、認定こども園：10,792千円
・放課後児童クラブ：1千円
・診療所：4,678千円
・夢工房：100千円
・公立小学校：33,510千円
・公立中学校：10,870千円
・公民館：265千円
・図書館：3,626千円
・淡路文化史料館：1,463千円
・文化体育館：550千円

【事業効果】
各公共施設における新型コロナウイルス感染症対策と
して感染症対策用品の購入、空調機器やトイレ等の衛
生設備の整備を行うことで、施設の清潔さの向上や換
気対策の充実を図ることができ、感染予防対策の強化
につなげることができた。

19 単
通
常

避難所感染症対策強化事業① 消防防災課 避難所の感染症対策・衛生設備の強化 R4.1.21 R4.3.31 3,990 0 3,990 0 0 ・災害対策用備品購入費：3,990千円

【事業効果】
事業効果については、コロナ禍における避難所の環境
を整えるためにポータブル電源を各避難所ごとに配備
し、停電等の対策を講じることができた。

【課題】
ポータブル電源は避難者のスマートフォン電源の確保
を目的にしたものであり、大きな出力は得られないと
いう問題点がある。

20 単

事
業
者
支
援

営業自粛協力金事業
商工観光課
生涯学習課

コロナ禍の営業自粛や利用者制限を行った市営施
設への協力金

R3.4.1 R4.3.31 8,208 0 8,208 0 0

営業自粛協力金：8,208千円
・大浜公園：4,700千円
・文化体育館トレーニングルーム：2,583千円
・市民交流センター：925千円

【事業効果】
市の協力要請により、感染拡大の予防と市民等の生命
と健康を守るため、営業自粛や利用者制限を行った事
業者に協力金などで支援し、事業の継続に寄与した。

21 単

事
業
者
支
援

公有施設の家賃減免 用地課 公有施設内で営業する事業者への家賃支援 R3.4.1 R3.8.31 525 0 525 0 0
・洲本バスセンター使用料の減免：525千円
件数：テナント２者（令和３年４～９月の６カ月分）

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症拡大によるバスセンター利
用者の大幅減少に伴い売上減少となった事業者２者に
対して、使用料の２分の１の額を６カ月間減額した。
（当初、令和３年４月～６月を想定、後に１月ごとに
延長し、令和３年９月を以て終了）
本事業によって支援した事業者については、令和５年
１２月現在引き続きテナントとして営業しており、洲
本市の玄関口ともいえる洲本バスセンターの機能を維
持することができた。

22 単
通
常

光ファイバー網等整備事業 広報情報課 CATV設備（光ファイバ網等）の整備 R3.4.1 R4.3.31 181,129 0 0 181,000 129

起債事業として実施のため、交付金を充当せず。
・施工管理委託料：5,439千円
・説明会会場借上料：53千円
・整備工事費：175,637千円
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23 単
通
常

子育て世帯感染拡大防止事業 子ども子育て課
児童手当受給対象となる子育て世帯に児童手当現
況届返送用の封筒を送付

R3.5.11 R3.9.13 402 0 402 0 0
・封筒等印刷経費：27千円
・郵送料：375千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、児童手当現況
届の提出を郵送対応することで、人同士の対面での接
触回数を減らすことができ、市民の不安軽減に繋げる
ことができた。

24 単

事
業
者
支
援

指定管理者営業継続支援事業 農政課
感染拡大防止に協力した指定管理者に対して、営
業継続支援として委託料を増額

R3.4.1 R4.3.31 560 0 560 0 0
・高田屋嘉兵衛公園新型コロナウイルス感染症対策業
務委託料：560千円

【事業効果】
消毒液噴霧器や自動検温器の設置など、管理運営上必
要な対策を講じることにより、来場者や職員の安全確
保に努め、感染症拡大防止対策の強化につなげること
ができ、クラスターの発生を０件に抑えることができ
た。

25 単
通
常

介護サービス企業会計繰出・補助 サービス事業所
新型コロナウイルス感染拡大対策に要する費用の
繰出金

R3.4.1 R4.3.31 0 0 0 0 0
実績なし

※対象経費少額により、繰出しを行わなかったため。

26 単
通
常

下水道企業会計繰出・補助 下水道課
新型コロナウイルス感染拡大対策に要する費用の
繰出金

R3.8.10 R3.8.10 1,040 0 1,039 0 1 ・五色浄化センター空調機更新工事費：1,040千円

【事業効果】
空調設備の整備を行ったことにより、五色浄化セン
ターにおける感染症の抑制に寄与し、クラスターの発
生を抑えることができた。

27 単

事
業
者
支
援

公共交通感染症対応型運行支援事業① 企画課
緊急事態宣言等の影響を受けている交通事業者へ
の支援金

R4.2.1 R4.3.31 2,584 0 2,584 0 0

・地域公共交通感染症拡大防止対策助成金：2,584千
円

【新型コロナウイルス感染症拡大防止対策】
バス2社　タクシー3社　1,812千円
（内訳）
大型：150千円×4台＝600千円
中型：120千円×8台＝960千円
タクシー：7千円×36台＝252千円

【新型コロナウイルス対応型運行等支援】
バス5社　772千円
（内訳）
みなと観光バス　101千円
淡路交通　305千円
神姫バス　65千円
本四海峡バス　95千円
西日本JRバス　206千円

【事業効果】
感染拡大防止にかかる対策を講じる地域公共交通事業
者に対し、経費の一部を支援することで、利用者が安
心して利用できる地域公共交通を維持することができ
た。

28 単
通
常

要介護認定調査事業 介護福祉課
要介護認定調査を実施するため、臨時的に看護師
を増員

R3.4.1 R4.3.31 2,420 0 2,419 0 1

・報酬（会計年度）：1,806千円
・期末手当（会計年度）：124千円
・通勤費用（会計年度）：132千円
・社会保険料（会計年度）：329千円
・自動車借り上げ料：29千円

【事業効果】
人員の増員により、コロナ禍による要介護認定調査の
民間事業所への委託件数減少を補うことができ、円滑
な要介護認定調査及び要介護認定を行うことができ
た。

29 単

事
業
者
支
援

教育現場におけるコロナ対応 教育総務課
コロナ禍における児童・生徒等の家庭相談、新型
コロナ対策等の実施に伴い増加する事務などに対
応するため職員を増員

R3.4.1 R4.3.31 10,979 0 10,979 0 0

・報酬（会計年度）：7,058千円
・期末手当（会計年度）：2,249千円
・通勤費用（会計年度）：242千円
・社会保険料（会計年度）：1,430千円

【事業効果】
経験豊富な教員を配置することで、オンライン等のICT
を活用した研修を実施したり、家庭との連絡調整役と
して、学校をサポートする対応を行うことができた。
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30 単
通
常

RPA導入事業 広報情報課
デジタル技術を活用した事務効率化のためRPAを
導入

R3.10.29 R4.3.31 1,320 0 1,320 0 0
事務効率化による人員配置の見直し
等

・洲本市RPA導入試行業務委託料：1,320千円

【事業効果】
RPAを活用した業務の自動化により、人員配置の面に
おいて、在席による業務時間が減少し、職員間の接触
機会の減少につながり感染症抑制に寄与した。

【目標の達成状況】
事務効率化による在席数の減少など、人員配置の見直
しができ、目標は達成できた。

31 補
通
常

保育対策事業費補助金① 子ども子育て課 保育所・認定こども園での感染症対策 R3.4.1 R4.3.31 5,570 2,785 2,535 0 250
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

・時間外勤務手当：1,169千円
・消耗品費：1,249千円
・役務費：19千円
・備品購入費：1,633千円
・新型コロナウイルス感染症対策事業費補助金：
1,500千円

【事業効果】
感染症対策として、アルコール消毒やパーテーション
等の資機材の配備したことにより、感染症抑制に寄与
した。

【目標の達成状況】
大規模クラスター等は起きておらず、感染対策物資の
充足も適切に行うことができたので、概ね目標を達成
できた。

32 補
通
常

保育対策事業費補助金② 子ども子育て課 保育所・認定こども園での感染症対策 R3.4.1 R4.3.31 500 250 0 0
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

交付金対象外
※Ｒ4.4.1以降の支出となったため交付金対象外

33 補
通
常

子ども・子育て支援交付金 子ども子育て課
延長保育、一時預かり、放課後児童クラブ事業等
での感染症対策

R3.4.1 R4.3.31 3,265 2,174 804 0 287
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

・消耗品費：740千円
・備品購入費：306千円
・管理運営委託料（物品購入分）：82千円
・利用料の返還：1,287千円
・一時預かり事業補助金：600千円
　（実績：300千円×２団体）
・延長保育事業補助金：250千円
　（実績：250千円×1団体）

【事業効果】
感染症対策として、アルコール消毒やパーテーション
等の資機材の配備したことにより、感染症抑制に寄与
した。

【目標の達成状況】
大規模クラスター等は起きておらず、感染対策物資の
充足も適切に行うことができたので、概ね目標を達成
できた。

34 単
通
常

塩屋緑地公園環境改善事業 消防防災課 塩屋緑地公園の遊具等を整備 R3.12.15 R4.3.31 2,597 0 2,597 0 0
コロナ禍においても安全・安心な遊
び場の提供

・洲本市防災公園複合遊具修繕・プレイターフ敷設工
事：2,597千円

【事業効果】
コロナ禍において屋外施設の充実を図ることで安全で
利用しやすい子供の遊びが確保できた。

【目標の達成状況】
複合遊具にプレイターフを敷いたことにより、当初の
目標であった子供や保護者にとって安全で安心できる
遊び場の提供ができた。

35 単
通
常

子育て世帯臨時応援給付金① 子ども子育て課
子育て世帯等臨時特別支援事業の規定による一括
給付金の支給の対象とならない者に対し、子育て
世帯への臨時応援給付金を支給

R4.3.1 R4.3.31 24,691 0 24,691 0 0 子育て世帯の経済的負担の軽減

・時間外勤務手当：40千円
・口座振替手数料：15千円
・通信費：36千円
・子育て世帯への臨時特別給付金：24,600千円

受給者数：147人　児童数：262人
※人数はNo.36を含む。

【事業効果】
給付金を支給することで、物価高騰で苦しむ子育て世
帯の経済的負担を軽減することができた。

【目標の達成状況】
概ね対象となる世帯全体に給付金を支給し、目標は達
成できた。

36 単
通
常

子育て世帯臨時応援給付金② 子ども子育て課
子育て世帯等臨時特別支援事業の規定による一括
給付金の支給の対象とならない者に対し、子育て
世帯への臨時応援給付金を支給

R4.3.1 R4.5.31 1,600 0 1,600 0 0 子育て世帯の経済的負担の軽減 ・子育て世帯への臨時特別給付金：1,600千円 ＮＯ.35と同事業のため省略

37 補
通
常

学校保健特別対策事業費補助金① 学校教育課
公立小中学校における感染症対策のため衛生用
品・備品の調達

R3.4.1 R4.3.31 1,950 975 975 0 0
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

小学校
・消耗品費：540千円
・備品購入費：859千円
中学校
・消耗品費：240千円
・備品購入費：311千円

【事業効果】
空気清浄機やエアコンの設置、消毒液や使い捨て手袋
等を購入し、校内での感染症対策強化に寄与した。感
染者や濃厚接触者になり学校に来れない児童生徒のた
めのオンライン学習用端末等を購入し、家庭でも学習
できる環境を整えることで学習保障の一助となった。

【目標の達成状況】
必要とされる物品を充足させることができ、目標は達
成できた。
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38 補
通
常

学校保健特別対策事業費補助金② 学校教育課
公立小中学校における感染症対策のため衛生用
品・備品の調達

R3.4.1 R5.3.31 17,550 8,775 8,775 0 0
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

小学校
・消耗品費：4,919千円
・自動車借り上げ料：293千円
・備品購入費：7,388千円
中学校
・消耗品費：2,566千円
・自動車借り上げ料：231千円
・備品購入費：2,153千円

ＮＯ.37と同事業のため省略

39 単
通
常

大規模イベント開催実証実験事業 商工観光課
大浜公園にてコロナ禍での大型イベントの実証実
験

R3.8.5 R4.1.31 1,980 0 1,980 0 0
イベントのあり方に係る実験結果の
作成と活用

・大浜公園大規模イベント開催実証実験業務委託料：
1,980千円

【事業効果】
コロナ禍で落ち込んだ大浜公園の賑わい回復が求めら
れる中、コロナ禍におけるイベント開催手法の検証と
して、大浜公園で三密回避、感染症対策を施した形で
の集客イベントを開催。ウィズコロナを見据えた運営
課題の洗い出しやイベント開催の検証を行うことがで
きた。

【目標の達成状況】
複数回の実験は実施できなかったが、概ね目標を達成
できた。

40 単
通
常

庁内端末セキュリティ強化事業 広報情報課
テレワーク推進のために強靭なセキュリティソフ
トを導入

R4.1.25 R4.3.25 3,223 0 3,223 0 0 庁用端末の情報漏洩等対策強化
・洲本市セキュリティ強化対策に関するライセンス購
入費：3,223千円

【事業効果】
i-filter等のライセンス購入により、庁内システムのセ
キュリティの強化が図られた。

【目標の達成状況】
危険な通信を除外することができ、ウイルス感染等の
被害は0件であり、目標は達成できた。

41 単
通
常

新型コロナウイルスワクチン接種に係る
交通手段確保事業①

企画課
ワクチンの接種機会を確保できない市民が、兵庫
県等が設置する大規模接種会場まで移動するため
の交通費を支援

R3.8.1 R4.3.31 1,768 0 1,672 0 96 市民のワクチン接種機会の確保
・大規模接種会場ワクチン接種移動支援事業助成金：
1,768千円
件数：272件

【事業効果】
ワクチン接種を希望する市民に対し、大規模接種会場
までの移動に要する交通費を支援することで、ワクチ
ン接種を受けやすい環境の構築に寄与できた。

【目標の達成状況】
市民のワクチン接種機会の確保に寄与したもとの考え
られ、目標は達成できた。

42 単

事
業
者
支
援

図書除菌機導入事業 生涯学習課
市立図書館における感染症対策の一環として、貸
出用図書の除菌機を導入

R4.2.7 R4.2.18 2,349 0 2,348 0 1 図書館利用者の安全・安心の担保

・洲本市立図書館図書除菌機購入代：2,349千円

（導入から令和４年度末の利用回数）
　洲本図書館　3,099回
　五色図書館　884回

【事業効果】
不特定多数が触れる書籍を除菌することで、図書館で
の感染症抑制に寄与した。

【目標の達成状況】
清潔な状態で本の貸出ができ、図書館利用者の安全・
安心が担保され、目標を達成することができた。

43 補
通
常

地方消費者行政強化交付金 市民課
SDGs達成に向けた取組を促進するため、消費者
行政の強化

R3.4.1 R4.3.31 628 314 314 0 0 SDGｓの推進

・報償費：70千円
・消耗品費：347千円
・印刷製本費：101千円
・司会委託料：100千円
・備品購入費：9千円
・研修負担金：1千円

【成果】
・国が指定する研修の受講　３回（消費生活相談員２
回、消費者行政職員１回）
・消費生活出前講座実施回数　７回（受講者497名）
・食品ロス削減の啓発グッズ配布　980個（マスク
ケース480個、啓発チラシ入りマスク500個）

【事業効果】
消費生活センターの職員が研修を受講することによ
り、質の高い相談を受けられる体制の整備を図ること
ができた。また、消費生活出前講座開催時には、３密
を避けるとともに一部をオンライン形式にすること
で、感染拡大防止に務めつつ消費者教育を推進するこ
とができた。さらに、マスクやマスクケースを啓発
グッズとして市民に配布することにより、食品ロス削
減の呼びかけと感染症対策を併せて行うことができ
た。

【目標の達成状況】
消費者庁が消費者基本計画に基づき推進するＳＤＧｓ
関連施策のうち、「消費者が主役となって選択・行動
できる社会の形成」及び「国や地方の消費者行政の体
制整備」の推進に寄与し、目的は達成できた。

44 補
通
常

疾病予防対策事業費等補助金① 健康増進課
健診結果の情報利活用に向けたシステム整備（補
助事業分）

R4.2.1 R4.3.31 1,158 772 386 0 0 データ活用の基盤整備
・健康管理システム令和４年度がん検診番号制度対応
業務委託料（補助対象分）：1,158千円

【事業効果】
マイナポータルを通じて健診結果を確認することがで
き、情報のデジタル化推進及び健康管理に役立てるこ
とができた。

【目標の達成状況】
データ活用の基盤となるシステムを整備することがで
き、目標を達成できた。
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45 単
通
常

健（検）診情報連携システム整備事業 健康増進課
健診結果の情報利活用に向けたシステム整備（単
独事業分）

R4.2.1 R4.3.31 683 0 683 0 0 データ活用の基盤整備
・健康管理システム令和４年度がん検診番号制度対応
業務委託料（継ぎ足し単独分）：683千円

【事業効果】
マイナポータルを通じて健診結果を確認することがで
き、情報のデジタル化推進及び健康管理に役立てるこ
とができた。

【目標の達成状況】
データ活用の基盤となるシステムを整備することがで
き、目標を達成できた。

46 補
通
常

疾病予防対策事業費等補助金② 健康増進課
予防接種情報の個人番号連携に向けたシステム整
備（補助事業分）

R3.5.24 R3.9.30 254 169 85 0 0 データ連携の基盤整備
・健康管理システム令和３年度番号制度対応業務委託
料（補助対象分）：254千円

【事業効果】
予防接種法に基づく定期接種の実績（R2.10月に定期
接種に追加されたロタウイルスワクチン）を自治体中
間サーバーに登録するためのシステム改修を実施し、
情報のデジタル化及び市民の健康管理の一助となっ
た。

【目標の達成状況】
ロタウイルスワクチンの予防接種情報について、マイ
ナンバー情報連携体制の整備を図ることができ、目標
を達成できた。

47 単
通
常

予防接種法に基づく定期接種（ロタウイ
ルスワクチン）に係るマイナンバー情報
連携体制整備事業

健康増進課
予防接種情報の個人番号連携に向けたシステム整
備

R3.5.24 R3.9.30 142 0 142 0 0 データ連携の基盤整備
・健康管理システム令和３年度番号制度対応業務委託
料（継ぎ足し単独分）：142千円

【事業効果】
予防接種法に基づく定期接種の実績（R2.10月に定期
接種に追加されたロタウイルスワクチン）を自治体中
間サーバーに登録するためのシステム改修を実施し、
情報のデジタル化及び市民の健康管理の一助となっ
た。

【目標の達成状況】
ロタウイルスワクチンの予防接種情報について、マイ
ナンバー情報連携体制の整備を図ることができ、目標
を達成できた。

48 単
通
常

公共施設感染症対策強化事業② 各施設所管課
公共施設の衛生設備など感染症対策強化に資する
環境を整備

R4.2.1 R5.3.31 10,010 0 9,771 0 239
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

・洲本第三小学校トイレ改修工事費：3,190千円
・淡路文化史料館空調機改修工事費：6,820千円

【事業効果】
各公共施設における新型コロナウイルス感染症対策と
して空調機器やトイレ等の衛生設備の整備を行うこと
で、施設の清潔さの向上や換気対策の充実を図ること
ができ、感染予防対策の強化につなげることができ
た。

【目標の達成状況】
コロナ対策に係る施設改修を行うことで、学校施設を
除き、クラスターを含む新型コロナウイルス感染者が
発生しなかったことから当初の目標は概ね達成でき
た。

49 単
通
常

避難所感染症対策強化事業② 消防防災課
避難所の衛生設備など感染症対策強化に資する環
境を整備

R4.2.1 R4.6.30 3,245 0 3,245 0 0
コロナ対策として各施設が必要とす
る物品等の充足

・洲本市消防団施設エアコン更新工事：3,245千円

【事業効果】
避難所における新型コロナウイルス感染症対策として
換気機能付き空調機器に切り替えた結果、避難所の感
染予防対策の強化を図ることができた。

【目標の達成状況】
コロナ対策に係る施設改修を行うことで、避難所にお
けるクラスターを含む新型コロナウイルス感染者が発
生しなかったことにより、当初の目標は達成できた。

50 単
通
常

大浜公園巡回等業務 商工観光課 大浜海水浴場の安全監視の巡回業務 R3.4.1 R3.8.31 4,549 0 4,548 0 1
コロナ禍においても安全・安心な遊
び場の提供

・大浜海岸巡回等務委託料：3,973千円
・ディックフェンスレンタル料：346千円
・遊泳自粛要請看板など備品購入費：230千円

【事業効果】
不要不急の外出自粛や３密を避ける行動が求められる
中、大浜公園利用者に対して、感染拡大防止への協力
を呼びかけることで、不特定多数の利用者が長時間滞
在するというような感染拡大につながる状況を回避す
ることができ、感染防止に努めることができた。

【目標の達成状況】
定期的な巡回により集団の発生等を防ぎ、安全・安心
な遊び場の提供ができ、概ね目標を達成できた。

51 単
通
常

栄養管理システム整備事業 子ども子育て課
市立保育所・認定こども園において栄養管理シス
テムを整備

R3.4.1 R4.3.31 807 0 807 0 0 データ管理の基盤整備
・栄養管理システム使用料：34千円
・栄養管理システム用パソコン購入費：773千円

【事業効果】
栄養管理システムによるデータ管理の基盤が整備でき
たことにより、情報管理が効率的に行われ、これによ
り献立に係る情報等をデータで共有できるため、他施
設の調理師との接触機会を低減することができた。ま
た、栄養管理システムを導入し、感染対策を行いなが
ら業務を継続することができた。

【目標の達成状況】
データ活用の基盤となるシステムを整備することがで
き、目標を達成できた。

52 単
通
常

公共施設等における新型コロナウイルス
感染症対策の徹底

各施設所管課
市内公共施設における機器使用等コロナ対策に係
る光熱水費を補助

R3.4.1 R4.3.31 0 0 0 0 0
公共施設等利用者の感染防止対策の
徹底

実績なし
※交付金対象外事業であったため。
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終期
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53 単
通
常

新型コロナウイルスワクチン接種に係る
移動支援事業

健康増進課
市が設置する新型コロナウイルスワクチンの集団
接種会場を利用する市民について、自宅から会場
までのタクシー料金を助成

R3.4.1 R4.3.31 31,650 0 31,649 0 1 市民のワクチン接種機会の確保
・印刷製本費：139千円
・新型コロナウイルスワクチン接種に係るタクシー使
用料：31,511千円（延べ12,548回）

【事業効果】
ワクチン接種に係る交通費を助成することで、市民の
ワクチン接種を促進し、新型コロナウイルス感染症拡
大防止の一助となった。

【目標の達成状況】
延べ12,548回の利用があったことから、市民のワク
チン接種機会の確保につながり、目標は達成できた。

54 単
通
常

公共交通感染症対応型運行支援事業② 企画課
緊急事態宣言等の影響を受けている交通事業者へ
の支援金

R3.12.1 R4.3.31 0 0 0 0 0
公共交通事業者の感染症対策を施し
た運行支援

実績なし
※ＮＯ.27事業にて補完できたため。

55 単
通
常

新型コロナウイルスワクチン接種に係る
交通手段確保事業②

企画課

近隣の医療機関等において新型コロナウイルスワ
クチンの接種機会を確保できない市民が、兵庫県
等が設置する大規模接種会場まで移動するための
交通費を支援

R3.8.1 R4.5.31 84 0 84 0 0 市民のワクチン接種機会の確保

・大規模接種会場ワクチン接種移動支援事業助成金：
84千円
※NO.41と同一事業
件数：24件

ＮＯ.41と同事業のため省略

※千円未満四捨五入のため、全体の合計が実数値と一致しない場合があります。
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